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県

②学校と地域
の課題

04 高校・特別
支援学校にお
ける地域連携

の強化

これまでに実施してきた研修等
を通し、各校とも地域学校協働
活動の有効性についての理解
は進みつつある。学校運営協
議会を設置している県立学校
のうち３校をモデル校として地
域学校協働活動推進員を配置
し、県立学校におけるコミュニ
ティ・スクールと地域学校協働
活動の一体的推進及び教職員
の働き方改革の効果について
検討している状況にある。今後
は、更なる理解促進と、地域学
校協働活動推進員未配置校へ
の配置をいかに広めていくか
等の予算を含めた方策の検討
をしていく必要がある。

・地域と学校の交流会
・地域学校協働活動研修
・県立学校コミュニティ・スクール研修会
・地域学校協働活動推進委員会
・モデル校への地域学校協働活動推進員配置によ
る効果検証に係る報告会

引き続き、全校種を対象とした研修会を
開催するほか、特に県立高等学校へのコ
ミュニティ・スクール導入率が他校種に比
べ低い状況にあることから、高等学校へ
の導入を促進するため、管理職及び教職
員を対象とした研修会を開催し、各校種
がコミュニティ・スクールと地域学校協働
活動を一体的に推進できるように伴走型
支援及び情報提供を行う。

コミュニティ・スクールと地域学
校協働活動の一体的推進

地域学校協働本部
整備率 58 % 60 58 2

小学校・中学校及び義務教育学校における地域学校協働
本部の整備率は67.4％と上昇したが、県立学校の整備が進
まなかった。これは、県立学校３校にしか地域学校協働活動
推進員を配置することができなかったことが主な理由であ
る。一方で、モデル校での取組を検証した結果、学校と地域
の新たな関係構築や、教員の負担軽減等に効果があったこ
とが認められた。そのため、来年度から配置校を拡充する
予定であり、地域学校協働本部の整備率も上昇が見込まれ
る。
また、研修会の開催により、県立学校関係者に対して、地域
学校協働活動の理解を深めることができたので、継続して
取組を進めていきたい。
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①学校運営上
の課題

05 その他

令和６年度に初めてコミュニ
ティ・スクール導入率（学校数）
が全国平均を上回ったが、未
導入や導入を検討中の市町村
も少なくないため、今後も市町
村に対する支援を継続していく
必要がある。

・地域と学校の交流会
・地域学校協働活動研修
・地域学校協働活動推進委員会
・放課後児童対策に係る市町村担当者連絡会議
・地域学校協働活動に係る研修
・放課後児童対策に係る支援員等研修会
・統括的な役割を担う地域学校協働活動推進員に
よる市町村支援

コミュニティ・スクールや地域学校協働本
部が未整備の市町村に対し、担当市町
村職員の研修会への参加を呼びかける
ほか、各会議などを通して、コミュニティ・
スクールと地域学校協働活動の一体的
推進の重要性を周知することで、より一
層の機運の醸成を図る。また、既に整備
している市町村も含め、それぞれの市町
村が抱える課題に応じて、統括的な役割
を担う地域学校協働活動推進員等による
相談対応をすることで、コミュニティ・ス
クールの導入率及び地域学校協働本部
整備率の向上と活動充実につなげる。

コミュニティ・スクールと地域学
校協働活動の一体的推進

コミュニティ・スクー
ル導入率 63 % 65 70 4

コミュニティ・スクールの導入については、各種研修会の開
催や、個別の相談支援等により導入が進み、県立学校にお
いても導入校が増えた。研修会に多数の市町村関係者が
参加し、理解を深めることができた一方で、全く導入していな
い市町村が一定数あることから、市町村との情報交換や、
導入を希望する市町村に対する支援を行うことで、更なる導
入を図る。

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」

●令和７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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05 本年度の目標値を大きく上回り、設定していた課題が解決した

04 本年度の目標値を上回り、課題の解決に向けて大きな成果が見られた

03 本年度の目標値を達成し、課題の改善が見られた

02 本年度の目標値を下回り、取組の工夫・改善が求められる

01 本年度の目標値を大きく下回り、取組の根本的な見直しが求められる
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